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保
護
者
の
皆
様
に
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
平
素
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
紙
面
を
お
借
り
ま

し
て
令
和
４
年
度
清
水
高
校

の
教
育
方
針
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
基
本
方
針
と
し
ま
し

て
は
、
高
い
志
を
掲
げ
、
郷
土

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
と

と
も
に
柔
軟
な
国
際
感
覚
と

社
会
に
貢
献
す
る
気
概
と
実

践
力
を
備
え
た
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
の
と
れ
た
人
材
、
換
言

す
れ
ば
地
域
の
未
来
を
担
え

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
め

ざ
す
姿
の
達
成
に
向
け
て
、
校

訓
で
あ
り
ま
す「
自
由
・
平
等
・

博
愛
・
寛
容
」の
精
神
を
、日
々

の
教
育
活
動
を
通
し
て
涵
養

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
重

点
事
項
と
し
ま
し
て
、
次
の
５

点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。す
な
わ

ち
、
知
・
徳
・
体
の
育
成
を
図

る
た
め
の
普
遍
的
な
事
項
で

あ
る
「
基
礎
学
力
の
定
着
と
学

力
の
向
上
」、「
社
会
性
の
育

成
」、「
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

確
立
」、「
地
域
及
び
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
の
推
進
」、
そ
し

て
「
国
際
交
流
活
動
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
の
全
教
育
活
動
を
通
し

て
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
と

り
わ
け
授
業
を
中
核
に
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。授
業
こ

そ
が
全
て
の
生
徒
が
成
長
で

き
る
機
会
で
あ
り
、
授
業
を
通

し
て
、
森
羅
万
象
の
、
あ
る
い

は
世
界
の
謎
を
解
き
明
か
し
、

未
知
を
既
知
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。ま
た
、

授
業
を
通
し
て
、
思
考
す
る
こ

と
、
判
断
す
る
こ
と
、
そ
し
て

表
現
す
る
こ
と
を
身
に
付
け

ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、
授
業
を

通
し
て
、
知
的
好
奇
心
を
高

め
、
知
見
を
広
め
た
り
深
め
た

り
と
主
体
的
に
探
索
す
る
態

度
が
形
成
さ
れ
ま
す
。授
業
こ

そ
が
、
人
の
成
長
に
と
っ
て
大

い
な
る
可
能
性
に
満
ち
た
時

間
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
３
年
間

に
渡
り
、
文
部
科
学
省
の
指
定

事
業
「
新
時
代
に
お
け
る
高
等

学
校
改
革
推
進
事
業
」
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、特
色
・

魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及

び
教
育
方
法
を
開
発
し
、
革
新

的
な
教
育
活
動
を
実
践
・
検

証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
全
国

の
高
等
学
校
の
改
革
モ
デ
ル

に
な
る
た
め
の
研
究
事
業
で

す
。具
体
的
に
は
、
現
代
的
な

諸
課
題
の
う
ち
、SD

Gs

の
実

現
やSociety5.0

の
到
来
に
伴

う
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
学
際
的
・
複
合
的
な
学
問

分
野
や
新
た
な
学
問
領
域
に

即
し
た
最
先
端
の
特
色
・
魅

力
あ
る
学
び
に
重
点
的
に
取

り
組
む
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
や
研
究
機

関
、
国
の
機
関
や
国
際
機
関
等

と
も
連
携
協
力
し
て
行
き
ま

す
。め
ざ
す
人
物
像
は
冒
頭
で

も
触
れ
ま
し
た
人
物
像
で
あ

り
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
な

が
ら
豊
か
な
未
来
を
切
り
拓

く
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

を
「
21
世
紀
の
ジ
ョ
ン
万
」
と

名
付
け
ま
し
た
。

す
べ
て
の
清
水
高
校
生
が
、

将
来
「
21
世
紀
の
ジ
ョ
ン
万
」

と
し
て
世
界
の
謎
を
解
き
明

か
し
て
、
彩
り
豊
か
な
人
生
を

送
る
と
と
も
に
、
土
佐
清
水
を

は
じ
め
高
知
県
や
我
が
国
、
国

際
社
会
に
新
た
な
価
値
を
創

造
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
同

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ど
う

ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

学
校
長
　
市
原
　
庸
寛
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■　１学期を振り返って
１学期を振り返って、学校生活はどうでしたでしょうか。満足のいく生活を送ることができたでしょう
か。学習をはじめ、部活動やボランティア活動などにおいて、清水高校生として十分な活躍をしてくれた
ことと思います。
高校での本分は勉学であることは言うまでもありません。日々の授業、補習、家庭学習はもちろ
ん、部活動など直接学習とは関係のない活動においても、学ぶ姿勢は重要になります。ただ、先生に
言われた内容だけに取り組んだり、与えられた課題を解いたりするだけでは、本当の力は身につい
ているとは言えません。
これから皆さんは、高校を卒業し、社会に出て生きていかなければなりません。そのために、しっ
かりと物事を判断する力、コミュニケーション能力、困難に直面したときに課題を解決する力を身に
付けてください。高校時代の学びや経験が、その後の豊かな人生を送るための糧となることを信じ
て、長いようで短い高校生活を十分に謳歌してください。

■　コース選択及び選択科目について
６月に調査を実施しましたが、10月には、コース・科目選択の変更期間を

設けています。１学期の成績を参考にして、自分の進路や適性を踏まえた
コースや科目選択ができたかどうか、夏季休業中に今一度、ご家庭で話し
合いの機会をお持ちください。
■　家庭学習について
１学期の授業が終わり、夏休みが始まります。夏休みこそ、集中して学習できる期間であり、これ
まで学習した内容の理解を深めたり、遅れを取り戻したりする期間です。１学期の取組や成績から、
反省すべき事柄を把握し、夏休みの取組を考えてください。定期試験のためだけにする学習では、
真の学力は身に付きません。日々の積み重ねが基礎学力の定着、自己の進路実現につながっていく
のです。この夏休みを無駄にせず、１学期に理解できなかったところを復習したり、２学期の予習
をしたりして、新学期を万全の態勢で迎えられるようにしましょう。

ⅠＣＴの発達、働き方改革、そして新型コロナウイルス感染症と、ここ十年間で社会を切り取っ
てみても、「働き方」のあり方や価値観が変わる出来事がたくさんありました。その中で、上の世
代の姿から自分の働き方を見出す人もいれば、前例にとらわれない新しい働き方をする人もいま
す。清水高校の皆さんには、そのどちらの世界もあることを知ったうえで、自らの「働く」につい
て真剣に向き合い、考えを深めてもらいたいと考えています。
清水高校を卒業してどんな人生を送りたいのか、卒業するまでにどんな力をつけておくべきか、
考えることができているでしょうか。大きな目標ですが、皆さんにしっかり持ってもらいたい大切
な目標です。
今、社会に求められている力は基本的な知識と技能の習得に加え、「Action（前に踏み出す力、失
敗しても粘り強く取り組む力）」「Thinking（考え抜く力、疑問を持ち課題解決のために創造する
ことができる力）」「Teamwork（多様な人とともに目標に向けて協力できる力）」だと言われてい
ます。大学に進学する場合も、思考力、判断力、表現力や主体性、協働姿勢などが求められ、それ
らを評価するような受験内容が工夫されている現状です。
「十年後の自分を語れること」そのために何が必要か、どのような目標を立てるべきか、自分の
言葉でしっかり表現できるようになってもらいたいと思います。他でもないあなた自身の未来、人
生です。高校生のうちにいろんなことに挑戦して、あなたらしい世界を広げてください。何から始
めたらいいのかわからない人は、まずは目の前のことに一生懸命取り組んでみましょう。あらゆる
ことに伸びるチャンスが潜んでいます。清水高校で身につける力は学力だけではありません。仲間
とともに学校生活に全力で臨むことが「生きる力」につながるはずです。
夏休みはオープンキャンパスへの参加や職場見学など精力的に行動して欲しい時期です。コロナ
禍で思うように活動できず、計画も立てづらい状況は続いていますが、このような時だからこそ、
逆境をチャンスに変えるべく、今できることに邁進して欲しいと願っています。

■ 教務部より ■

■ 進路部より ■
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■ 

生
徒
指
導
部
よ
り 

■

早
い
も
の
で
、
一
学
期
も
終
わ
り
、

明
日
よ
り
夏
期
休
業
と
な
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
も
、補
習
や
部
活
動
な
ど

目
的
を
も
っ
て
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
し
、有
意
義
な
夏
休
み
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、夏
休
み
は
開
放
的
な
気
分
に

な
り
が
ち
で
、深
夜
徘
徊
・
飲
酒
・
喫

煙
な
ど
の
問
題
行
動
に
関
わ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。　　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
で
も「
ス

ク
ー
ル
ガ
イ
ド
紅
椿
」を
ご
覧
い
た
だ

き（
左
記
一
部
抜
粋
）、ご
指
導
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

学
校
・
警
察
連
絡
制
度
の
報
告

も
お
願
い
し
ま
す
。

夏
期
休
業
中
の
生
徒
心
得

夏
期
休
業
中
は
健
康
管
理
に
十
分

に
注
意
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送

る
こ
と

①
夜
間
外
出
は
午
後
９
時
ま
で
。
外

泊
は
禁
止
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
必
ず
保
護
者
の
許
可
を
得
る

こ
と
。

②
友
人
と
の
交
友
等
は
、
高
校
生
と

し
て
自
覚
あ
る
態
度
で
行
動
す
る

こ
と
。

禁
止
事
項
、
立
ち
入
り
禁
止
場
所

に
つ
い
て

①
パ
チ
ン
コ
店
・
ス
ナ
ッ
ク
・
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
・
喫
茶
店
・
居
酒
屋
な
ど
、
生

徒
と
し
て
立
ち
入
る
こ
と
が
好
ま

し
く
な
い
場
所
。(

た
だ
し
、
喫

茶
店
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
は
保

護
者
同
伴
の
場
合
許
可
す
る)

②
飲
酒
・
喫
煙
・
窃
盗
・
万
引
き
等

に
関
与
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

す
る
こ
と
。

ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て

①
ア
ル
バ
イ
ト
は
学
校
に
届
け
出
て

行
う
こ
と
。

②
学
校
が
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

る
場
所
は
許
可
し
な
い
。

③
時
間
は
午
後
８
時
ま
で
と
し
、
宿

泊
を
伴
う
も
の
は
許
可
し
な
い
。

休
業
中
の
登
校
に
つ
い
て

　
　

①
必
ず
制
服
を
着
用
し
私
服
で
の
登

校
は
禁
止
す
る
。

②
ク
ラ
ブ
の
練
習
は
、
学
校
指
定
・

ク
ラ
ブ
指
定
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
登
校

を
認
め
る
。

交
通
関
係
に
つ
い
て　

交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
様
、
注

意
す
る
こ
と
。
万
が
一
あ
っ
た
場
合

は
５
日
以
内
に
生
徒
部
へ
届
け
出
る

こ
と
。
ま
た
、
違
反
バ
イ
ク
（
変
速

ギ
ア
付
・
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
の
使

用
や
目
的
外
使
用
を
絶
対
に
せ
ず
、

夜
間
に
乗
り
回
す
こ
と
の
な
い
よ
う

安
全
運
転
に
心
が
け
る
。

普
通
免
許
取
得
に
つ
い
て

　
本
校
で
は
、
普
通
免
許
取
得
の
た

め
の
自
動
車
学
校
へ
の
入
校
は
、
原

則
二
学
期
中
間
試
験
終
了
後
と
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
就
職
が
内
定
し

た
生
徒
で
、
早
め
の
入
校
が
必
要
な

生
徒
は
、
自
動
車
学
校
入
校
説
明
会

終
了
後
の
入
校
を
認
め
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
に
つ
い
て

※

「
自
画
撮
り
被
害
」
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
画
撮
り
被
害
と
は
、
だ

ま
さ
れ
た
り
、
脅
か
さ
れ
た
り
し
て

児
童
生
徒
が
自
分
の
裸
体
を
撮
影
さ

せ
ら
れ
た
上
、
メ
ー
ル
等
で
送
ら
さ

れ
る
被
害
を
言
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
は
、
コ
ピ
ー
が
容

易
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
写
真
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
す
る
と
、
不

特
定
多
数
の
者
に
繰
り
返
し
コ
ピ
ー

さ
れ
、
す
べ
て
の
写
真
を
削
除
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

児
童
ポ
ル
ノ
事
犯
の
自
画
撮
り
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

撮
影
し
な
い
！
送
ら
な
い
！
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
路
上
で
の
ス
カ
ウ
ト
行
為
、

つ
き
ま
と
い
等
は
、
す
ぐ
に
警
察
署

に
通
報
を
す
る
こ
と
！

デジタル
被害防止

本年度清水高校生徒会執行部は学校
内の行事や、地域のイベントなど様々
な活動に参加し、「地域に愛される清
水高校を目指す」という活動方針を立
てています。
６月までは令和３年度後期生徒会執
行部が主に活動し、文化祭や卒業式な
どの行事で様々な企画を考え活動して
きました。そのほかにも入学式、対面
式、部活動紹介、新入生歓迎遠足など、いろいろな学校行事に関わって
きました。５月２日（月）に行いました新入生歓迎遠足では、バレーボー
ル大会を立案し、教員チームも参加して校内全員の親睦・団結を図り、

行事を成功させることができまし
た。
　６月からはメンバーが交代し、新
執行部になりました。このメンバー
と共に、１０月初旬に行われる体育
祭を、全校生徒、また地域の人たち
にとってより良いものにするため
に、努力して参ります。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

■ 

生
徒
会
執
行
部
よ
り 

■

※

休
業
中
に
万
一
、
事
故
・
違
反
・

　
問
題
行
動
等
が
起
き
た
時
は
、

　
直
ち
に
学
校
【
電
話
82‐

１
２
３
６
】

　（
ホ
ー
ム
主
任
・
生
徒
指
導
部)

ま
で

　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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Chromebook活用交流授業
６月１７日（金）に幡陽小学校の４，５年生２名と清水高校の３年生３名（物
理選択者）が、「理科×Chromebook」をテーマに、Chromebook活用の交流授業
を行いました。
幡陽小の小学生は、Chromebookをほとんど使ったことがないという事だった
ので、今回は、カメラの使い方と画像編集、Jamboardの使い方に慣れてもらう
ことを目的として、授業を行いました。高校生３名は、当日までにいろいろなこ
とを計画し、準備を重ねたうえで本番を迎えました。高校生の計画と当日の発言
や気づき等を少し紹介します。

計画
・小学生が4年生で学習する理科（物理）の内容は何だろう？→電池、検流計
・乾電池と検流計を使って、電気の流れと回路を確認してもらおう！
・検流計の見方は、自分たちで動画をつくって紹介しよう！
・Chromebookの写真の切り取り方を覚えてもらおう！
・Jamboardは、付箋の使い方と画像の貼り方を教えよう！

当日
・乾電池を、じっくり見たことある？＋と－に分かれているよ。
・回路は、電気が流れるように円をつくるイメージでつなげるといいよ！
・検流計のふれ方から、＋と－のどちらから電気が流れていると思う？
・検流計が、左に触れるよう回路を作ってみて。
・検流計が触れた写真と回路全体の写真を撮ってみよう！
・編集した写真を、Jamboardに張り付けてみよう！
・今日の感想を、付箋で入力してみよう！

今回の交流授業で、高校生自身も、人に伝えることの難しさを感じたようです。
担当教員の感想として、高校生が準備の段階でＩＣＴ機器を活用していたことや
小学生が考えを深められるような問いを出していたことに驚きました。この清水
高校でしっかりと育ってくれていると感じ、とても嬉しかったです。普段の授業
だけでは見られない清水高校生の一面を見ることができ、とてもいい交流授業だっ
たように思います。清水の小学生や高校生が互いに成長できるこのような交流授
業が今後も続けばいいですね。
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1年生 2年生 3年生

☆令和４年度防災委員の紹介☆

☆人権教育講演会☆

☆第１回避難訓練☆

いずれ起こるであろう南海トラフ地震への対策は喫緊の課題であり、被災時に自分
や周りの人々の命を守るために適切な行動をとることができるよう、本校でも防災
教育には力を入れております。
防災委員には、その防災教育活動の中心を担ってくれることを期待しております。

５月１８日（水）６時間目に本年度第１回目の避難訓練を行いました。地震が起きた
想定で、１年生は潮江山（学校裏山）、２年生はコスモス前の高台、３年生はつつじヶ
丘公園へ避難しました。それぞれの避難先では学年主任からの講評があり、避難場
所の確認をするとともに速やかな避難ができました。
高知県防災マップによると、本校の津波浸水予測時間（避難行動がとれなくなる深
さ（３０cm）の津波がやってくる時間）は約１０～２０分、津波浸水予想（津波によ
る最大の浸水の深さ）は１０m～１５mとなっています。迅速に避難をするために
も日頃から防災についての意識を高めていきたいです。

１A １B ２A 2B 3A 3B

亀谷　優奈 靏瀬　稀星 武田　杏乃 扇喜　賢児 武藤　　舞 扇喜　舞花

山元　蕗子 毛利　穂華 早川　悠哉 平林　怜児 山﨑　紅音 川久保　和

５月１４日（ＰＴＡ総会当日）、ＮＰＯ団体レインボー高知代表、宮田真氏をお招き
し、講演「性的マイノリティについて知っていますか？」を開催しました。
講演では、トランスジェンダーである宮田氏の体験を通して、性的マイノリティに
関する基礎知識や、その現状について詳しく伺うことができました。
特に印象的だったのは「正しい知識を得ることで他者への理解が進む」ということ
です。
今回、多様な性の形・多様な生き方があることを学べたことは、生徒たちにとって、
自分について考え、成長できる良い機会となったのではないでしょうか。また、教
員、保護者にとっても子供たちについて考える有意義な時間となったのではないか
と思います。
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クラブ活動報告クラブ活動報告

写
真
部

写真部は現在９名で、毎週１回、水曜日に活動しています。

５月には足摺周辺で撮影会を行い、短い時間でしたが久しぶりに

学校外での活動を行うことができました。今後は、夏休み中の撮影会、

体育祭の撮影など、活動を充実させて技術を磨き、１０月の市展など、

さまざまな展覧会に作品を出展して入賞を目指したいと思います。

6月 22日（水）に、菊地産婦人科院長　岡本啓一先生をお迎えして、
性教育講演会を実施しました。
男女のからだの違いや、妊娠、出産、人工妊娠中絶、性感染症等、幅広
い内容を知ることができ有意義な講演会となりました。

   ♥♥♥　生徒の感想　♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥
●男女間での距離感、付き合い方、思考の違い、性交に対する知識や
理解が深くなったことが自分のこれからの考え方の変化にも影響を与
えてくると思うので、ネットを鵜呑みにしない、なにをすべきか、ど
ういった行動をとるべきかを知れたし、またこれからも自分で正しい
知識を身に着けていきたいと思いました。

●今日の話を聞いて、改めて命の重さが分かったし、無責任な行動のせいで、せっ
かくできた命を絶ってしまうということは、とても悲しいことだなと思いました。
自分にも関わってくるかも知れないから、そのときには責任を持てる行動を取れ
るようにしたいと思いました。知らないことがたくさんあって、ネットの情報と
か人から聞いたことだけでは判断しないようにしようと思いました。

●今回の講演を聞いて、性に対する意識がより高まりました。高校生の男子はこの
時期が一番性欲があるけど女子はなかったり、男女の差があるのでそこはパート
ナーとしっかり話し合ったり嫌なことはしっかり断ることができるようにしたい
です。経済的にも身体的にも高校生で子育てをしていくのは難しいので避妊の大
切さも理解できました。

性教育講演会を実施しました

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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クラブ活動報告クラブ活動報告

令和４年度　幡多支部高等学校体育大会【４月２９日】

２回戦　　武田陸也　３－０　松　本（宿毛工）

　　　　　武田杏乃　０－３　笹　内（中　村）

３回戦　　武田陸也　２－３　花　岡（宿毛工）

令和４年度　第7５回高知県高等学校体育大会【５月２２日】

２回戦　　武田陸也　３－０　穂　木（追手前）

　　　　　武田杏乃　１－３　江　戸（宿毛工）

３回戦　　武田陸也　３－０　吉　岡（小　津）

４回戦　　武田陸也　０－３　坂　本（明　徳）
卓
球
部

部員不足により休部扱いになっていたバレーボール部が１年間の愛好
会活動を経て今年度より新生バレーボール部として復活しました。部員
は男子５名、女子３名と少ないですが、毎日元気に活動しています。

４月に行われた高知県高等学校春季大会には中村高校と合同チームで
実に２５年ぶりに男子競技に出場。その後行われた幡多郡体育大会で
男子としては清水高校バレーボール部史上初の勝利を飾り準優勝。現在
は６月に行われる高知県高等学校ビーチバレー選手権で優勝することを
目指して日々の練習に励んでいます。

キャプテンの２年Ｂ組武藤嵐君は「僕たちが清水高校バレーボール部
の伝説を創ります！」と熱く語ってくれました。新生清水高校バレーボー
ル部は新たな伝説を創るべくこれからも邁進していきます。応援よろし
くお願いします。また、男女・経験問わず新入部員も大募集中です。

みんなで一緒にバレーボールを楽しみましょう！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

復活!バレーボール部!!復活!バレーボール部!!
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クラブ活動報告クラブ活動報告

弓
道
部

令和４年度　高知県高等学校春季
なぎなた選手権大会【４月２４日】

個人試合：岡林　明日美　第３位

第７５回　高知県高等学校体育大会
なぎなた競技【５月 21 日】

個人試合：岡林　明日美　第３位

第４３回　四国高等学校なぎなた
選手権大会【６月１８日～１９日】

個人試合　出場：岡林　明日美

令和４年度　高知県高等学校弓道春季選手権大会【４月１６日】

　　

令和4年度　幡多地区高等学校体育大会　弓道の部【４月２３日】

女子団体の部 第３位

令和4年度　高知県高等学校体育大会　弓道の部【５月２１日】

どの試合でも大健闘し、幡多地区高等学校体育大会では「女子団体の

部 第３位」に輝きました。また、今年度は６名の１年生が入部してくれ

ました。次の夏季大会や１年生が初出場となる秋季大会に向け、これか

らもがんばっていきますので、応援よろしくお願いします！

３年　押川　天美、細川　陽香、武藤　舞、吉名　倭心希

２年　谷岡　美扇

な
ぎ
な
た
部


